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1855462551 う さ ぎ
































































































兎追いしかの山小鮒釣りしふ る さ と
春がきた春がきたどこに春 が き た
秋の夕日に照る山もみじも み じ
あれ松虫が鳴いている虫 の こ え
海は広いな大きいなう　 み
白地に赤く日の丸染めて日 の ま る
ただ一面に立ちこめた牧場ま き ば の 朝
かくれんぼする者よっといか く れ ん ぼ
さ霧消うる港江の舟に白し冬 げ し き
輝く日の影はゆる野山ス キ ー の 歌

























































































































22個人的にはいいうただと思うが、児童には伝えにくい      教科が行事の請負になり、独立した教材が扱える時間がないその他の意見









































































































































































































































主人公がふるさとの自然の美しさを思い出している。文語6ふ る さ と
春の訪れを、花が咲くことや鳥たちが鳴くことと結びつけて描写している。口語2春 が き た
秋の山を彩る紅葉の美しさを描写している。口語4も み じ
秋の様々な虫の声を描写している。口語2虫 の こ え
海の雄大さと、主人公がそれを見て外国に思いを馳せる様子が書かれている。口語1う み
かたつむりの姿の面白さを歌っている。口語1か た つ む り
田舎の日が暮れていく様子と、日が暮れああとの様子を描写している。口語2夕 や け こ や け
満開の桜の様子を描写している。口語4さ く ら さ く ら
八十八夜に茶つみをしながら歌う歌として書かれている。口語3茶 つ み
春の川の岸辺や、小川の中の生き物たちの様子を描写している。口語3春 の 小 川
おぼろ月夜に照らされた自然豊かな田舎道の様子を歌っている。文語6お ぼ ろ 月 夜
主人公が生まれ育った海辺の情景を歌っている。文語6わ れ は 海 の 子
空高く飛ぶ鳶を描写するとともに呼びかけている。口語4と ん び
蓮の花の開閉の様子を歌ったわらべ歌。口語1ひらいたひらいた
空にたなびく鯉のぼりが大海を泳いでいるように見立てて描写している。文語5こ い の ぼ り
母親が子どもを寝かしつけるために歌う日本古謡。文語5子 も り 歌
月の中に見える兎と自然界の兎への呼びかけを掛け合わせた日本古謡。口語3う さ ぎ
富士山の雄大さを歌っている。口語3ふ じ 山
日本国旗の見た目とその美しさを描写している。口語1ひ の ま る
牧場の朝の自然と動物の様子をそこで鳴り響く音とともに描写している。口語4ま き ば の 朝
かくれんぼをするときの遊び歌。口語2か く れ ん ぼ
田舎の冬景色と村の様子を、朝昼晩に分けて描写している。文語5冬 げ し き
山頂から麓まで、スキーで斜面を滑り降りる爽快感を歌っている。文語5ス キ ー の 歌




































































様々なリズムI, Ⅳ, Vあり２点二／１点ハ完全５度なしヘ長調６ふ る さ と
跳躍音程多I, Vあり２点ホ／１点ハ短６度なしハ長調（第７音省略）２春 が き た
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点二／１点ハ長６度なしヘ長調４も み じ
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／１点ハ長６度なしハ長調（第４音省略）２虫 の こ え
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点二／１点二完全５度なしト長調（第４、７音省略）１う   み
付点リズムの多用I, Vあり２点ハ／１点ハ完全４度なしハ長調（第７音省略）１か た つ む り
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／１点ハ完全４度なしハ長調（第４、７音省略）２夕やけこやけ
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／ロ短７度なし陰音階４さくらさくら
跳躍音程多I, Vあり２点二／１点二完全４度なしト長調（第４、７音省略）３茶 つ み






（第７音省略）６お ぼ ろ 月 夜
音程差、
様々なリズムI, Ⅳ, V, 属七あり２点二／イ完全４度なしニ長調６われは海の子
音程差大、













５子 も り 歌３ 跳躍音程多
調性が曖昧I, Ⅳ, V２点ハ／１点ハ陽
増音程跳躍I, Ⅳ, Vなし２点ハ／１点二増４度なし陰音階３う さ ぎ
様々なリズム
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／１点ハ長６度なしハ長調３ふ じ 山
四部音符のみ
同音反復多I, II, Ⅳ, V,あり２点二／１点へ長３度なし
へ長調
（第４、７音省略）１ひ の ま る
様々なリズム、跳躍音程I, Ⅳ, Vあり２点二／１点ハ完全５度なしハ長調４ま き ば の 朝
付点音符の多用
同音反復多I, Ⅳ, Vあり１点ロ／１点二完全４度なし陽音階２か く れ ん ぼ




V度上のVあり２点二／ロ長７度ありト長調５ス キ ー の 歌
同音反復多

























































































文語荒 城 の 月







































I, Ⅳ, V２点変ホ／ロ短６度なし変ホ長調（第４、７音省略）赤 と ん ぼ
１、３番は斉唱、２番は男女が交互に




が少し複雑。I, V７, VI, VI上のV２点二／ロ１オクターヴありニ長調夏 の 想 い 出
日本的な旋律線。嬰ホ音が出てくる部
分が連続する半音下行で難しい。I, Ⅳ, V, V上のV２点二／変ロ短６度なし
ロ短調





I. Ⅳ. V２点二／１点ハ１オクターヴなしヘ長調（第７音省略）浜 辺 の 歌
４度と３度の跳躍上行で曲が始まる。I, Ⅳ, V７２点変ホ／ロ短７度なし変ホ長調（第７音省略）早 春 賦
斉唱で始まり。後半から二部合唱にな





































自然の美しさに思いを馳せると共に、未来へ向かって踏み出そうという呼びかけ。口語夢 の 世 界 を9　
母なる大地に畏敬の念を抱き、生きていることに感謝せよという呼びかけ口語大 地 讃 頌10
過去の喜びや悲しみに思いを馳せる一方で、手と手をとって未来へ向かって歩んでいこ
うという呼びかけ





































































I, IV, V7,VI, 










I, II, IV, V7, VI, 























































33年　　う さ ぎ（新）う さ ぎ






































SUZUKI Wataru, ITO Aya：
A study into the degree to which common choral singing teaching 
materials are learned and known
—A study of the value of long-sung pieces—
The Japanese Ministry of Education, Culture, Sports Science and Technology 
announced new teaching guidelines on 15th February 2008.In the new guidelines for music 
within compulsory education, the type and number of common choral singing teaching 
materials were not changed. However the percentage of compulsory songs was increased 
and teachers were given fewer options. For example, in the guidelines in 1989, teachers in 
each primary school grade had to teach 3 out of 4 songs from the common teaching 
material. This meant that teachers only had freedom in 25 % of the curriculum. The 
guidelines in 1998 were the same as those in 1988 for primary school grades 1 through 4. 
The common teaching materials that teachers had to teach were reduced to 2 out of 4 
songs in primary school grades 5 and 6, and therefore, the degree to which teachers had 
freedom over the curriculum increased to 50 %. Additionaly in junior high school, the 
requirement to teach specified choral singing teaching materials was removed from the 
1998 guidelines onwards.
 However, the most recent guidelines, from 2008, did not specify the number of songs 
that could be selected from common materials for primary school grade 1 through 4, and 
therefore al songs had to be selected from these materials. The number of songs in 
primary school grades 5 and 6 that had to be selected from the common teaching 
materials was increased to 3 out of 4, thereby further reducing teachers’ freedom. 
Additionaly in junior high school, in the 2008 revisions, the materials that had been 
removed from the common teaching materials in 1998 were reinstated, and teachers now 
have to select 1 in 8 songs from the common teaching materials. 
We feel that these government policy changes raise certain questions. In the present 
study, we take another look at how many songs from these common choral singing 
materials are used in reality in the classroom, to what degree to children and students 
know these songs, as wel as the musical education value and general education value of 
them.
